
































































































A        アルト 
B     バス 
Bc     通奏低音 
Bok.    ボーケマイヤー・コレクション 
C     カント 
Cemb   チェンバロ 
Cto    コルネット 
Fg     ファゴット 
D-B    プロイセン文化財団 ベルリン国立図書館 
GB-Ob   オックスフォード大学 ボドリー図書館 
 Ob     オーボエ 
 Org    オルガン 
 PWV    パッヘルベル作品目録番号 
S     ソプラノ 
Str     弦楽器 
 T     テノール 
Tba    トロンバ 
Tbn     トロンボーン 
 Timp    ティンパニ 
Va     ヴィオラ 
Vdg      ヴィオラ・ダ・ガンバ 
Vc     チェロ 
Vn     ヴァイオリン 
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J. G. ドッペルマイヤー：『ニュルンベルクの数学者および技術者についての歴史的報告』 
 














ター（1684-1748）、J. マッテゾン（1681-1764）、E. L. ゲルバー（1746-1819）らの事典
にも常にパッヘルベルの項目が立てられ、いずれにおいても声楽・器楽の両方を残したす
                                                 
1 “[...]daselbsten wiese er gar bald so wohl auf dem Clavier als in der Composition eine besondere Geschicklichkeit 
[...] und in den Kirchen=Stücken so wohl die Vocal- als Instrumental- Musique vollkommener, als man vorhero 
gethan, richtete […]”, Johann Gabriel Doppelmayr, “Johann Pachelbel”, in Historische Nachricht von 
den Nürnbergischen Mathematicis und Künstlern, [...] (Nürnberg: 1730), pp. 258-259. 同書ではニュ
ルンベルクにゆかりのある 15世紀以降の数学者と楽器製作者らの技術者 360 名が紹介されている。 
2 ジャン・ペローの作品主題目録は、消失した作品も含め、パッヘルベルの各ジャンルの作品数を以下の
ように出している。オルガン作品 248、他の鍵盤楽器のための作品 173、声楽作品 89、室内楽曲 16、教
育用作品 2。Jean M. Perreault, The Thematic Catalogue of the Musical Works of Johann Pachelbel 
(Maryland: Scarecrow Press, 2004), p. 4. 
3 たとえば『ニューグローヴ世界音楽大事典』第 2 版のパッヘルベルの項目では、器楽に関する参考文献
が 33 挙げられているのに対し声楽は 5 つである。Ewald v. Nolte and John Butt, “Pachelbel, Johann”, 
























大規模な編成のための作品も多く、2 つの合唱と 2 つのオーケストラのための作品も存在す
                                                 
4 Johann Gottfried Walther, “Pachelbel (Johann)”, in Musicalisches Lexicon oder Musicalische 
Bibliothec (Leipzig: 1732), edited by Friederike Ramm (Kassel: Bärenreiter, 2001), pp. 414-415; 
Johann Mattheson, “Pachelbel”, in Grundlage einer Ehren-Pforte (Hamburg: 1740), edited by Max 
Schneider (Berlin: Komissionsverlag von Leo Liepmannssohn, 1910), pp. 244-249; Ernst Ludwig 
Gerber, “Pachelbel (Johann)”, in Neues Historisch-Biographisches Lexikon der Tonkünstler, vol. 3 
(Leipzig: 1813), edited by Othmar Wessely (Graz: Akademische Druck und Verlagsanstalt, 1966), pp. 
631-633. 
5 ツェルターからゲーテに宛てた 1824 年 4 月 4 日の書簡。話の文脈から、ここでいうコラールは声楽コラ
ールであることが分かる。Der Briefwechsel zwischen Goethe und Zelter, vol. 2, edited by Max Hecker 
(Frankfurt am Main: Insel, 1987), p. 281. 
6 Johann Pachelbel, Sämtliche Vokalwerke, edited by Wolfgang Hirschmann, Katharina Larissa 





9 Nolte and Butt, op. cit., p. 852.なお最新の研究で確認されている声楽マニフィカトの数は 13 曲である。 




















 20 世紀初頭には、「デンクメーラー」のシリーズとして相次いで 4 つのパッヘルベル作品
集が刊行された。最初に出たのは鍵盤楽器用『マニフィカト・フーガ』14で、全 94 曲が収
められている。次に出た『ヨーハン・パッヘルベル鍵盤作品集』15には、『アポロの六弦琴』
（1699）の 6 つのアリア、その他の 4 つのアリア、『音楽による死への想い』（1683）から
3 つのコラール変奏曲、6 つのシャコンヌ、4 つのファンタジア、19 の組曲、7 つのフーガ、
さらに息子ヴィルヘルム・ヒエローニムス・パッヘルベル Wilhelm Hieronymus Pachelbel
（1686-1764）の 3 作品が収められている。続く『ヨーハン・パッヘルベル オルガン作品
集』16には 8 つの前奏曲、16 のトッカータ、2 つのファンタジア、19 のフーガ、3 つのリ
チェルカーレ、そして 72 のコラール編曲がみられ、やはり息子ヒエローニムスの作品も収
                                                 
11 Ibid., p. 853. 
12 Philipp Spitta, J. S. Bach, vol. 1 (Leipzig: Breitkopf & Härtel, 1873), pp. 106-116. 
13 Ibid., p. 108. 
14 “Johann Pachelbel. 94 Compositionen zumeist Fugen über das Magnificat für Orgel oder Clavier”, 
edited by H. Botstiber and M. Seiffert, Denkmӓler der Tonkunst in Ӧsterreich, VIII/ 2 (Wien: Artaria, 
1901). 
15 “Klavierwerke von Johann Pachelbel”, edited by A. Sandberger and M. Seiffert, Denkmӓler der 
Tonkunst in Bayern, II/ 1 (Leipzig: Breitkopf & Härtel, 1901). 
16 “Orgelkompositionen von Johann Pachelbel”, edited by M. Seiffert, Denkmӓler der Tonkunst in 





まえ、神よ、我らが救い主よ Tröste uns, Gott, unser Heiland》PWV 1112 とコラール・カ
ンタータ《神の御業こそいとよけれ Was Gott tut, das ist wohlgetan》PWV 1217 のほか、








 20 世紀半ばに、11 曲のマニフィカトを含む計 27 曲のパッヘルベルの声楽作品のみを収
めた『テンベリー手稿譜』が改めて注目を浴びたことは、その後の声楽作品研究を大いに
刺激した18。1952 年には早くもウッドウォードがこの資料に収められた全曲の分析を行な











                                                 
17 “Nürnberger Meister der zweiten Hälfte des 17. Jahrhunderts: Geistliche Konzerte und 
Kirchenkantaten”, edited by M. Seiffert, Denkmӓler der Tonkunst in Bayern, VI/ 1 (Leipzig: 
Breitkopf & Härtel, 1905). 
18 同手稿譜の詳細については第 2 章第 1 節を参照。 
19 Henry Woodward, A Study of the Tenbury Manuscripts of Johann Pachelbel, Ph. D. diss., Harvard 
University, 1952. 
20 Hans Heinrich Eggebrecht, “Johann Pachelbel als Vokalkomponist”, Archiv für Musikwissenschaft 
11/2 (1954): 120-145. 
21 Johann Pachelbel. Das Wokalwerk, edited by H. H. Eggebrecht (Kassel: Bärenreiter, 1954 ff.). ただ
し、このシリーズはパッヘルベルの全声楽作品を刊行するには至らなかった。 























務め、2008 年から 2015 年にかけてベーレンライター社より世俗作品も含めた声楽作品全
集26の刊行を完結させたのである。また、オルガン作品に関しても 1999 年からミヒャエル・






                                                 
23 Kathryn Jane Welter, Johann Pachelbel: Organist, Teacher, Composer. A Critical Reexamination of 
His Life, Works, and Historical Significance, Ph. D. diss., Harvard University (Ann Arbor: UMI, 
1998). 
24 Katharina Larissa Paech, Johann Pachelbel. Geistliche Vokalmusik, Ph. D. diss., Universität für 
Musik und darstellende Kunst Graz, 2006. 
25 本論文では、基本的にペークの作品目録番号を用いることとする。 
26 注 6 を参照。 
27 Johann Pachelbel, Complete Keyboard Works for Keyboard instruments, edited by Michael Belotti 
(Colfax, North Carolina: Wayne Leupold, 1999 ff.).  
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28 Eggebrecht, op. cit., p. 121. 
29 Ibid., p. 122. 
30 K. L. Paech, “Erfrischend Klangschön. Die geistliche Vokalmusik Johann Pachelbels”, Musik und 
  Kirche März/ April (2006): 2. 
31 これらの特徴は、特にパッヘルベルのモテットについて当てはまる。そして、モテットはパッヘルベル
の声楽作品でも人気を博してきたジャンルである。この状況についてヒルシュマンは以下のように的確
に述べている。「エッゲブレヒト版の[モテット]《今こそみな神に感謝せよ》（PWV 1109）が 2008 年の
時点で 21 刷を数えていることを考えれば、なぜ声楽曲作曲家としてのパッヘルベルの一般的なイメージ
がこんにちまで彼のモテットによって強く支配されてきたのかが理解できる。」Johann Pachelbel, 
Motetten, edited by W. Hirschmann, Johann Pachelbel sämtliche Vokalwerke, vol. 10 (Kassel: 
Bärenreiter, 2013), p. VIII. 
32 Woodward, op. cit., pp. 173-269. 
33 Ibid., p. 174. 





















    I. 単純書法（ほぼ一音ずつの曲付け） 
II. 古様式の単一合唱書法（聖歌の朗唱やオルガン演奏との交唱、あるいは全節が 




  アフェクト、特定の言葉に用いられるバロックの慣例的モティーフ など） 
 
                                                 
35 Ibid., p. 265. 
36 Ibid., p. 266. 
37 これに対し、パッヘルベルの声楽モテットにはこうした多様性は見られない。むしろヒルシュマンは「現
存する 11 曲の明らかに同質的な様式上のひな型は目を引くもので、まるで作曲上の一つの根本理念によ
る変奏曲のようだ」と述べている。Johann Pachelbel, Motetten, edited by W. Hirschmann, Johann 
Pachelbel sämtliche Vokalwerke, vol. 10, p. VIII. 
38 Robert Victor Scholz, 17th-Century Magnificats for the Lutheran Service, Ph. D. diss., University of 





ヒオール・フランク Melchior Franck（ca. 1579-1639）がコーブルクで 1622 年に出版した












  ・この作品の理解には、部分を全体と結びつける調関係が非常に重要になる 
  ・調が異なる楽章間の主要な関係は平行調である[この作品では変ロ長調とト短調] 
  ・ほとんどの楽章は I – IV – V – I のカデンツで終わり、曲尾の調的中心を打ち立てる 
 












                                                 
39 Ibid., p. 175. 
40 Ibid., p. 176 ff. 







扱い、調等を分かりやすくしている43。また個別には、ニ長調 PWV 1508、ト長調 PWV 1512、
変ホ長調 PWV 1509 の 3 曲を取り上げ、それらの特徴を説明している。ウェルターが全 13
曲を総覧して述べている点には以下のものがある44。 
 
  ・11 曲が協奏様式で、2 曲がモテット様式（通奏低音のみを伴奏とする） 
・全体が 13 の部分に分かれるものがもっとも多く、それに前奏部分がつくこともある 
  ・約半分のマニフィカトは器楽前奏が先行し、しばしばスコアに「ソナタ」と記載さ
れる。長さは通常 8小節から 32小節で、声楽のテーマ素材を先取りすることもある。 
  ・ヘ長調 PWV 1510、ト短調 PWV 1513、ト長調 PWV 1512 の 3 作は、部分に分かれ
てはいるが、通作され、カンティクムを一つの長い楽章として扱っている 
  ・そのほかに、いくつかの節が一つの楽章にまとめられているものもある 
  ・ハ長調の 2 作 PWV 1503、PWV 1501、変ホ長調 PWV 1509、ヘ長調 PWV 1511、
変ロ長調 PWV 1514 は、ほぼ一つの節で一つの楽章が構成されている 
  ・弦楽器の用法は 17 世紀後期のドイツに典型的なもので、3 つのヴィオルを核とし、
それに 2 つのヴァイオリンが添えられる 




  ・器楽パートの機能はだいたい以下の 3 つ 
    ①内声の和声的核となる（たいていはヴィオラ） 
    ②声楽パートに対し独立した旋律を奏する。または声楽パートの動機を導入する
（ヴァイオリンやオーボエといった上声部の場合） 
    ③ホモフォニックな部分で声楽パートをなぞる。あるいは声楽パートに対して複
合唱的コントラストを提示する 
                                                 
42 聖ゼーバルト教会の典礼・晩課については、本論文第 1 章第 3 節を参照。 
43 Welter, op. cit., p. 259. 
44 Ibid., p. 261ff. 箇条書きの順番は内容に応じて並べ替えた。 
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46 Nolte and Butt, op. cit., p. 852. 
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れ、この慣例は 16 世紀半ばまで続いた。またこの都市には 1424 年以来「帝国宝物
Reichskleinodien」と呼ばれる冠、笏、宝剣、宝珠などが保管され49、ナポレオンのドイツ侵




                                                 
47 ニュルンベルクの歴史に関する本節の内容はおもに以下の文献による。Werner Schultheiß, Kleine 
Geschichte Nürnbergs, 3rd ed. (Nürnberg: Lorenz Spindler Verlag, 1997). 


















犯罪と刑罰 ニュルンベルクの暴力紛争を中心に』 北海道：北海道大学出版会、2010 年、46～47 頁。 
49 Schultheiß, op. cit., p. 41. 
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1600 年頃までには市の人口が約 40,000 人に達し、ドイツ最大の都市の一つとなった53。
特に当地の出版業や楽器製造の優れた技術は音楽文化の隆盛にも大きく貢献した。三十年
戦争の戦禍はニュルンベルクにも及んだが、音楽家たちへの支払いが滞ることもなく、比
較的恵まれた環境が保たれた。戦争が終結した翌年の 1649 年 9 月 25 日には終戦を祝って
特別に大掛かりな音楽付きの晩餐会が市庁舎のホールで開かれた。音楽の詳細は不明だが、
聖ローレンツ教会オルガニストであったジークムント・テオフィル・シュターデン Sigmund 
Theophil Staden（1607-1655）による指揮のもと、歌手 21 人、器楽奏者 18 人、オルガニスト
4 人の計 43 人もの音楽家が演奏に加わった大規模なものだったとされる54。1668 年にはオ
ペラ劇場も建設され、1685 年にはヨーハン・カスパール・フェルディナント・フィッシャ
ーJohann Kaspar Ferdinand Fischer（ca. 1656-1746）のオペラが、また 1697 年には J. S. カッ
サーの指揮でジョヴァンニ・バッティスタ・バッサーニ Giovanni Battista Bassani（ca. 
1657-1716）の《アラリック》、アントーニオ・ジャンネッティーニ Antonio Giannettini
                                                 
50 早川朝子「ニュルンベルク市当局の再洗礼派理解と市の平和」、国際基督教大学学報 3-A『アジア文化研
究』 別冊 11 号、2002 年、274 頁。 
51 Schultheiß, op. cit., p. 49. 
52 Bridget Heal, The Cult of the Virgin Mary in Early Modern Germany. Protestant and Catholic Piety, 
1500-1648 (Cambridge: Cambridge University Press, 2007), p. 105. 
53 バロック時代のニュルンベルクと音楽については以下を参照。Harold E. Samuel, The Cantata in 
Nuremberg during the Seventeenth Century, Ph. D. diss., Cornell University, 1963 (Ann Arbor: UMI 
Research Press, 1982), pp. 3-13. 竹内ふみ子「都市と教会音楽─3) 南ドイツ」、バロック音楽研究会編
『教会カンタータの成立と展開』 東京：アカデミア・ミュージック、1995 年、38～40 頁。 
54 ハロルド・エウジェーン・サミュエル「ニュルンベルク」、樋口隆一訳、『ニューグローヴ世界音楽大事




音楽活動を牽引したのは教会のオルガニスト達と、市の「音楽監督 Director chori musici/ 
Kapellmeister」であった。このポストはニュルンベルク出身のハンス・レーオ・ハスラーHans 

























                                                 
55 Samuel, op. cit., p. 10. 
56 サミュエル、前掲書、291 頁。 
57 竹内ふみ子、前掲書、39 頁。 
58 サミュエル、前掲書、291 頁。 
59 ニュルンベルクは伝統的にオルガニストが音楽活動で主導的役割を果たした。竹内ふみ子、前掲書、40
頁参照。「カントル」の名はほとんど資料に見られない。シュヴェンマーの肩書は“Scholae Sebaldinae 



























                                                 
60 Samuel, op. cit., p. 4. 
61 Hans-Martin Barth, Die Sebalduskirche in Nürnberg (Königstein: Hans Köster 
Verlags-buchhandlung, 2007), p. 2. 





「冠のついた袋──宗教改革とドイツの聖堂内装について」、『バッハ全集』第 10 巻 東京：小学館、1998
年、137 頁）。聖像撤去・破壊の動きはしばしば拡大し、ニュルンベルクでも実際には聖母マリア像の扱
いを巡っての複雑な経緯があった。このことについては田辺の論考全体を参照。 
63 Schultheiß, op. cit., p. 49. 




〔図 1〕 聖ゼーバルト教会 
ヨーハン・ウルリヒ・クラウス（1693 年） 
（ヨーハン・アンドレーアス・グラーフの下絵による銅版画） 


















































   聖母教会は、聖歌隊を持つラテン語学校を所有69しなかったばかりか、聖餐式を行わ
ない唯一の教会であった。市参事会は、同教会で日曜の午後に行われた演奏会のた 
                                                 
65 Georg Stolz, “St. Lawrence Nuremberg”, translated by Dorothy Ann Schade-Maurice and Margaret 
Marks, DKV Art Guide, 316/2, 9th ed. (München: Deutsche Kunstverlag), p. 2. 
66 聖母教会の歴史については以下を参照。Robert Leyh, Die Frauenkirche zu Nürnberg, (München: 





Heal, op. cit., p. 43 を参照。 







〔図 2〕 聖ローレンツ教会 
ヨーハン・ウルリヒ・クラウス（1685） 
（ヨーハン・アンドレーアス・グラーフの下絵による銅版画） 





























〔図 3〕 聖母教会 
ヨーハン・ウルリヒ・クラウス（1696） 
（ヨーハン・アンドレーアス・グラーフの下絵による銅版画） 






















































                                                 
70 同前。 
71 ペークも、パッヘルベルがいくつかの作品をこの聖母教会の典礼用に書いた可能性はあると述べている。
Paech (2006), op. cit., p. 150. 




むこともできる。Johann Pachelbel, Concerti I, edited by Thomas Röder, Johann Pachelbel sämtliche 































                                                 




1658.  Nach Val. Dretzel's Tod
           P. Hainlein ✝1686.
1655.  Nach S. Th. Staden's Tod
           Dav. Schedlich ✝1687.
1654-57.  G. C. Wecker (1658 nach
                Egidien).
1686.  G. C. Wecker ✝1695. 1687.  A. M. Lunßdörffer ✝1694. Um 1660.  Dan. Braun.
1695.  J. Pachelbel ✝1706. 1694.  J. Löhner ✝1705. 1679-?.   J. Löhner.
1706.  J. Sigm. Richter ✝1719. 1705.  W. Förtsch ✝1743.
  ?     A. M. Lunßdörffer (1686 nach
         Egidien).
1719.  W. H. Pachelbel ✝1764.
1686.  B. Schultheiß (1687 nach
           Egidien).
1687.  J. S. Richter (1693 nach
          Egidien).




1655.  An J. E. Kindermann's Stelle
           P. Hainlein (1658 nach Sebald).
1656.  Wolfg. Lauer.
1637-1655.  D. Schedlich (1655 nach
                    Lorenz).
1658.  G. C. Wecker (1686 nach
           Sebald).
1706.  W. H. Pachelbel (1719
           nach Sebald).
??
1686.  A. M. Lunßdörffer (1687 nach
           Lorenz).
1689.  Joh. Löhner (1694 nach Lorenz).
1687.  B. Schultheiß ✝1693. 1697.  N. Deinl.
1693.  J. S. Richter








① 1664 年刊行の礼拝規定74 















                                                 
74 Officium sacrum, quod in aede D. Sebaldi Norimbergensium primaria singulis anni diebus exhiberi 
solet: cum Introitibus, Tractibus, Responsoriis et Antiphonis…, ed. by Michael Endter (Nürnberg: 
1664): Stadtbibliothek Nürnberg, Solg. 2783.8o. 
75 Agenda Diaconorum Ecclesiae Sebaldinae anno 1697. 
76 Deutliche Anweißung. Wie man durchs ganze Jahr bey wahrenden Gottesdienst so wohl in den 
Vespern als Tagamt, bey S. Sebald mit der Orgel zu intonieren und zu respondiren sich zu verhalten 
haben: Bamberg, Staatliche Bibliothek, Ms. J. H. Misc. hist. 140, fol. 98-105. 
77 Max Herold, Alt-Nürnberg in seinen Gottesdiensten (Gütersloh: C. Bertelsmann, 1890), pp. 
122-158. 
78 Welter, op. cit., pp. 251-252. 
79 Johann Pachelbel, Messen, edited by W. Hirschmann, Johann Pachelbel sämtliche Vokalwerke, vol. 
1 (Kassel: Bärenreiter, 2010), pp. XI-XVII.聖ローレンツ教会の礼拝規定もあわせて掲載されている。 
80 Eggebrecht, op. cit., p. 137. 














   土曜  晩課 Vesper 
日曜  早朝ミサ Frühmesse、早朝説教 Frühpredigt、主要ミサ Tagamt、晩課 
月曜  早朝ミサ、早朝説教、主要ミサ、晩課 
火曜  早朝ミサ、主要ミサ、晩課 
水曜  早朝ミサ、礼拝 Betstunde、主要ミサ、晩課 
木曜  早朝ミサ、主要ミサ、晩課 
金曜  早朝ミサ、礼拝、主要ミサ、晩課 









  10. 助祭：マニフィカトへのアンティフォナ 
                                                 
83 “Büchlein / darinnen Anno 1664. Die Kirchen-Aemter beschriebeb und zusammen gedruckt sind” 
84 “in den zweyen Pfarr-Kirchen / zu St. Sebald und St. Lorenzen” die “Lateinische Messe gesungen 
wird” 
85 Johann Pachelbel, Messen, edited by W. Hirschmann, p. IX. 
86 Herold, op. cit., pp. 144-145. 
27 
 
  11. 高声歌手 Diskantisten：“Magnificat” 
  12. 全聖歌隊 plenus Chorus：応唱 “Anima mea Dominum,’’ 









1. 高声歌手：“Deus, in adjutorium meum intende!” 
「神よ、急ぎ我を救いたまえ！」詩篇 70, 2 
2. 合唱による応答：“Domine, ad adjuvandum me festina” 
「主よ、我を助けたまえ」[詩篇 69] 
           “Gloria Patri et Filio et Spiritui Sancto. Sicut erat in 













                                                 




10. 助祭が祭壇で唱える：“Benedicamus Domino” 「主をほめたたえよ」 















   マニフィカトにもとづくオルガン演奏 Organista modulatur super Magnificat 
一節をオルガンが演奏し89、他の節を聖歌隊が斉唱 









                                                 
88 Ibid., p. 123. 
89 ヘーロルトはここに注釈をつけて、ここでいうオルガン演奏とは、オルガンと共に会衆が斉唱する形態




























                                                 
90 Ibid., p. 124. “Vom 1. Sonntag des Advents bis zum Epiphaniasfeste und von Ostern bis Sonntag 
Exaudi einschließlich wird am Sabbath (Samstag) in der Vesper die Orgel gespielt und das Übrige 
choraliter behandelt (choraliter tractantur).” 
91 Ibid., p. 124. “Fallen feierliche Wochentage (Feriae) oder ein Fest (festum solemne) herein, so wird 
am vorhergehenden Tage in der Vesper und an den bezeichneten Tagen selbst anstatt des Chorals 
eine F i g u r a l = M u s i k gehalten.” 
92 Johann Pachelbel, Magnificat I, edited by Katharina Larissa Paech, Johann Pachelbel sämtliche 
Vokalwerke, vol. 4 (Kassel: Bärenreiter, 2009), p. VII. 
93 原題は注 75 を参照。 
94 Welter, op. cit., p. 84. 






   「待降節[基本形態]」…前日の土曜の晩課、および翌日曜日の主要ミサと晩課 
   「待降節第 1 日曜」…前日の土曜の晩課、および翌日曜日の主要ミサと晩課 
「待降節第 2 日曜」…前日の土曜の晩課、および翌日曜日の主要ミサと晩課 
「待降節第 3 日曜」…前日の土曜の晩課、および翌日曜日の主要ミサと晩課 
「待降節第 4 日曜」…前日の土曜の晩課、および翌日曜日の主要ミサと晩課 
「降誕祭」…当日の主要ミサ、晩課 
「新年後第 1 日曜」…前日の土曜の晩課、および翌日曜日の主要ミサと晩課 
 



















                                                 
96 Johann Pachelbel, Messen, edited by W. Hirschmann, p. X. 
31 
 




た現存作品はほとんどない97。唯一の例外が、本章第 2 節でも述べた D. シェートリヒの《ド











1634 年には救貧院教会のオルガニストに移っている。1655 年に義弟 S. Th. シュターデン
の後を継ぎ聖ローレンツ教会オルガニストとなって、1687 年に没するまで勤め上げた。2
挺のヴァイオリンと 1 挺のヴィオレッタのための器楽舞曲集《音楽によるクローバーの葉
Musikalisches Kleeblatt》（1665）、2 挺のヴァイオリンと 1 挺のヴィオルのための《音楽
による小人名帳 Musicalisches Nahmen Büchlein》（1667）が生前に出版されたが、どち
らも現存しない。その他、鍵盤楽器のための舞曲や有節歌曲、そして 1 曲のコラール・カ









                                                 
97 次章でも述べるが、この時代の作曲家はあまり声楽マニフィカトを残しておらず、それが各作曲家の作
品の様式比較を困難にしている。 




〔図 4〕D. シェートリヒ《ドイツ語によるマニフィカト》 
オルガンのパート譜にみられるタイトルページ（おそらく自筆） 




































それぞれのパート譜およびスコアは、まず 10 曲の《イングレスス Ingressus》を収めて
いる。これは、前節の聖ゼーバルト教会の晩課の礼拝規定でみられたように、晩課の初め
に唱えられる「神よ、急ぎ我を救いたまえ！Deus, in adjutorium meum intende!」に対す
る応答句「主よ、我を助けたまえ Domine ad adjuvandum」を歌詞とする入祭唱である。
それに続いて 10 曲のドイツ語マニフィカトが収められている。つまり晩課においてこれら
のイングレススとマニフィカトを組み合わせて演奏することが想定されているのである。 
これら 20 曲はおおむね 100 小節ほどの長さを持ち、編成はまったく同じで、以下のよう
に区分することができる。 
 
第一合唱：C 1, C 2, A, T, B, Org 
第二合唱：C, A, T, B, Org 






 ではここでマニフィカトの第 1 番をとりあげ、簡単に全体を見通してみたい。曲付けは





                                                 
99 “daß jährlich am Tag St. Johannis deß Täuffers hundert arme Männer, so allesamt hiesige Burger, 
[…] nach angehörter Vesper-Predigt und Music, in St. Laurentzer Pfarr Kirch, so dann in dem 
Stifftungs-Hauß mit einem milden Almosen begabet werden sollen” 
34 
 
詩節 1 2 3 4 5 6
調性 C C C→a→C C→G→C C→(G)→C C→G→C C→G→e/p
拍子 C 3/2→C C C C C C
編成 tutti C1, C2→A→tutti C1→tutti Instr. B, Vn 1, 2 A, T tutti































                                                 
100 Johann Pachelbel, Ingressus I, edited by Katharina Larissa Paech, Johann Pachelbel sämtliche 
Vokalwerke, vol. 2 (Kassel: Bärenreiter, 2011), p. VIII. 
詩節 7 8 9 10 11 12
調性 e→C e→G→a→C C→a→C C C→G→C C→F →C→G→C
拍子 C C C C C C C
編成 B, Vn 1, 2 T, Vn 1,2 C1, C2 2Chor, Org Instr. A tutti
35 
 













































は、彼が没した 1779 年の 4 月 14 日から 16 日にかけて開かれたクリスティー・アンセル
のオークションに出展された楽譜コレクションの一部であった。出品番号 202 と 203 がそ





203 の購入者は“Smith”となっている。しかし 1208 と 1209 のカバー内側に貼られたラベル
には図 5 のような名前の略字が見られ、ウェルターは“F. N.” ないし“T. N.”が購入者だった









                                                 
102 詳しくは以下を参照。Welter, op. cit., pp. 120-122.および Johann Pachelbel, Magnificat I, edited by K. 
L. Paech, pp. 183-184. 
103 いわゆるカンタータ作品。 




〔図 5〕『テンベリー手稿譜』1208 のカバーの内側 












































曲だけカールのカンタータ《みな我がもとに来たれ Kommt her zu mir alle》が収められて






は、声楽マニフィカトが 11 曲、イングレススが 10 曲、ドイツ語による詩編カンタータが 4









の典礼で組みにして演奏された可能性があるのは、《イングレスス ハ長調》PWV 1401 と 
                                                 
105 Ibid., p. 6. 
106 Mattheson, op. cit., p. 246. 
107 本論文第 1 章第 3 節参照。 
39 
 
1 fol. 1r-26v Gott sey uns gnädig PWV 1209 Ps. 67
2 fol. 27r-40r Magnificat in F PWV 1511
3 fol. 41r-45v Deus in adiutorium in C PWV 1402 Ps. 70
4 fol. 46r-72r Magnificat in Es PWV 1509
5 fol. 73r-84v Deus in adiutorium in d PWV 1406 Ps. 70
6 fol. 85r-104v Lobet den Herrn in seinem Heiligtumb PWV 1220 Ps. 150
7 fol. 110r-118v Jauchzet dem Herrn, alle Welt PWV 1216 Ps. 100
8 fol. 119r-140r Gott ist unser Zuversicht PWV 1208 Ps. 46
9 fol. 141r-163v Magnificat in C PWV 1503
10 fol. 165r-180r Magnificat in D PWV 1506
11 fol. 181r-208r Magnificat in C PWV 1502
1 fol. 1r-14v Deus in adiutorium in A PWV 1411 Ps. 70
2 fol. 15r-(21+1)r Domine ad adiuvandum in G PWV 1408 Ps. 69
3 fol. 22r-27v Magnificat in G PWV 1512
4 fol. 28r-43v Deus in adiutorium in F PWV 1407
5 fol. 44r-53v Kommt her zu mir alle C. Th. Pachelbel
6 fol. 54r-69r Deus in adiutorium in a PWV 1412 Ps. 70
7 fol. 70r-(73+1)r Deus in adiutorium in g PWV 1410 Ps. 70
8 fol. 74r-91v Deus in adiutorium in g PWV 1409 Ps. 70
9 fol. 92r-109v Deus in adiutorium in C PWV 1401 Ps. 70
10 fol. 110r-127v Deus in adiutorium in D PWV 1404 Ps. 70
11 fol. 128r-137r Magnificat in F PWV 1510
12 fol. 138r-161v Magnificat in C PWV 1504
13 fol. 162r-(187+1)r Magnificat in B PWV 1514
14 fol. 188r-205v Missa in C PWV 1301
fol. 1r-36v Magnificat in C PWV 1501



























































みによって現在に残ったものである。唯一の例外は《マニフィカト ト長調》PWV 1512 で
あり、この作品は現在ベルリン国立図書館に保存されている資料（スコア、D-B Mus. ms. 
30088）によっても伝えられている。この資料はゲオルク・ヨーハン・ダニエル・ペルヒャ
ウの遺産に含まれる一冊で、様々な作曲家による 1700 年前後の作品を収めている。1758
年以降にまとめられたもので112、PWV 1512 の筆写者は同じ冊子内で《イングレスス》PWV 
1408 も筆写している113。 
『テンベリー手稿譜』以外によって伝承された声楽マニフィカトは 2 曲だけである。《マ 
                                                 
108 Johann Pachelbel, Ingressus I, edited by K. L. Paech, p. VIII. 
109 Welter, op. cit., p. 100. 
110 Johann Pachelbel, Magnificat I, edited by K. L. Paech, p. 183. 
111 Ibid., p. 184. 
112 Eggebrecht, op. cit., p. 125. 
113 Johann Pachelbel, Magnificat III, edited by Katharina Larissa Paech, Johann Pachelbel sämtliche 




ニフィカト ニ長調》PWV 1508 は PWV1512 と同じ資料（スコア、D-B Mus. ms. 30088）
に収められている。しかし二つのスコアの筆跡はまったく異なっている。《マニフィカト ト
短調》PWV 1513 を伝える資料も現在ベルリン国立図書館の所蔵となっている（D-B Mus. 
ms. 16474/5）。興味深いことに、パート譜で残されている声楽マニフィカトはこの曲だけ
である。声楽 4 パートに通奏低音という質素な編成に 65 小節という短さから、ニュルンベ
ルク以外でも容易に演奏できた可能性があり、実用的な目的のためにパート譜が作成され
現代に残ったものかも知れない。三人の筆写者の筆跡が見られ114、カバーのタイトルペー





















                                                 
114 パッヘルベルのモテットもすべてパート譜で伝承されており（PWV 1107 のみスコアでも伝承）、その
ほとんどについてヒルシュマンは 2 人以上の筆写者を識別している。Johann Pachelbel, Motetten, 
edited by W. Hirschmann, Johann Pachelbel sämtliche Vokalwerke, vol. 10, p. IX-XI. 



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   ・2 小節以上にわたる長いカデンツ  →「lang」と表記 
・フェルマータを伴うカデンツ    →「mit F」と表記 
                                                 
116 Uwe Wolf, ‘‘Überlegungen zu den mehrsätzigen Magnificat-Vertonungen des 18. Jahrhunderts”, 
Kirchenmusikalisches Jahrbuch 82 (1998): 48. 
117 Ibid. : 47. 
44 
 
   ・同一カデンツを二回以上繰り返し、終止感を強めているもの（譜例 2）。 




   ・半終止 Halbschluß     →「H」と表記 
・変終止 Plagalschluß    →「P」と表記 
・偽終止 Trugschluß     →「T」と表記 












        7    6     5            5 
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✦第 1 節：「わたしの魂は主をあがめます Magnificat anima mea Dominum,」119 
13 曲中 6 曲がこの節を独立した楽章としており、曲の冒頭らしく、ほとんどの場合華々
しい合唱で開始される。フーガで作曲されているものも 3 曲ある。一方、PWV 1502 と 1511
の 2 曲はトゥッティではない。PWV 1508 と 1514 ではカンティクム定型の冒頭部分を取り
入れたと思われるフレーズが聴かれる。なおこの第 1 節の前にソナタ楽章を置いているも
のもあり、PWV 1503, 1505, 1509, 1511, 1514が該当する。いずれも 20小節程度の音楽で、





第 1 節の歌い出しを準備する役割を果たしている。PWV 1505 にいたっては、ソナタと第 1
節の音楽はほぼ同じで、二つの楽章で一つのまとまりを形成する。 
 
✦第 2 節：「わたしの霊はよろこび躍りました/ わが救い主である神によって。 
Et exsultavit spiritus meus/ in Deo salutari meo.」 
13 曲中 8 曲がこの第 2 節の終わりで一度音楽を終えており、重要な区切りを担っている
ことが分かる。PWV 1501, 1503, 1509, 15014 の 4 曲ではこの第 2 節を前後から独立した
楽章として作曲している。しかしここではむしろ第 1 節との一体感を強めている例に注目
したい。前述の通り PWV 1502 の第 1 節は合唱ではなく、独唱の交代で進められる。2 節
目に入って合唱となるが、第 1 節はこの合唱に対する準備の効果を上げている。かくして
第 1、2 節は緊密な繋がりと一体感を感じさせるのである。PWV 1511 も第 1 節は合唱では
ないが順列フーガで始まっている。第 2 節に入ってアルトとそれ以外のパートによる交代
で進められた後、“in Deo”以下が再び順列フーガとなってこの節を閉じる。このように両端
に順列フーガを配することで、PWV 1511 も第 1 から第 2 節にかけてのまとまりを感じさ
せる構造になっているのである。いずれにせよ第 2 節の終わりで区切りを迎える。 
 
✦第 3 節：「卑しいはしために目を留めて/ くださったからです。/ ああそうです この先
いつの世の人も/ わたしを幸せな女と言うでしょう。 
Quia respexit humilitatem/  ancillae suae:/ ecce enim, ex hoc beatam me/  
dicent omnes generationes.」 




ている例も 6 つある。さらにこの節は内部が分割される例も 2 つ見られる。PWV 1501 で
はまずバスの独唱で始まり、一度終止を迎える。“ecce enim”からは“Presto”の表記が見ら
れ拍子も 8 分の 6 拍子に転じ、引き続きバスの独唱が歌う。“omnes generationes”に至っ
て初めて合唱となる。この第 3 節だけでも変化に富んだ充実した楽章となっている。もう
一例の PWV 1511 はまったく別種の分割である。歌詞はアルト独唱によって最後まで歌わ






✦第 4 節：「力ある方が大いなることをしてくださった/ からです。その御名は神聖であり 
Quia fecit mihi magna qui potens est:/ et sanctum nomen ejus.」 
 13 曲中 6 曲がこの節の終わりを明確な終止としている。また、この節を前後から独立し
た楽章として作曲している例は 5 つで、独立性はそれほど高くないともいえる。大半は独
唱で簡素に進められるが（PWV 1501：第 2 カント, 1502：バス, 1503：テノール, 1504：
カント, 1506：アルト, 1512：カント, 1514：アルト）、その一方で PWV 1505 では“et 
sancutum”から最後までがフーガ、1511 では“Quia fecit…potens est”までが順列フーガで
作曲され、曲によって扱いが異なる。 
 
✦第 5 節：「その憐れみは代々におよびます/ 主をおそれる者に。 
Et misericordia ejus a progenie in progenies:/ timentibus eum.」 
 13 曲中 9 曲がこの節の終わりを明確な終止としている。この節を前後から独立した楽章
として作曲している例は 5 つである。ここではむしろ第 4、5 節をひとまとめとして扱って
いる例が 4 つ（PWV 1501, 1502, 1508, 1510）あることに注目したい。楽曲構成上、この
両節の結びつきは強いと考えられる。両節の歌詞、すなわち第 4 節の「大いなること」と
第 5 節の「その憐れみ」を関連づけ、一連の繋がりとして捉えているためかも知れない。 
 
✦第 6 節：「主は御腕で力をふるい/ おごり高ぶる心の者を追い散らされます。 
Fecit potentiam in brachio suo,/ dispersit superbos mente cordis sui.」 
 13 曲中 10 曲がここの節の終わりを明確な終止としている。間違いなく、この節の終わり
は一つの転換点として構想されていたと思われる120。この節を前後から切り離して単独の
楽章としている例も 8 例あり、重要な節と見なされていた事を窺わせる。また節内が分割
される楽曲も 3 つあり（PWV 1501, 1503, 1514）、いずれも“dispersit”以下を新たな開始点
としている。実に 10 曲においてこの節が合唱・トゥッティで作曲されており、「主は御腕
で力をふるい」という歌詞が大編成で非常に力強く表現されている。合唱でないのは PWV 





                                                 
120 カトリックとプロテスタントの 18 世紀声楽マニフィカトを広く調査し、その楽章構造を略図化してい
るヴォルフも、第 6 節を一つの区切りとみなしている。しかし彼の調査対象は 18 世紀後半にかなり及ん




 これらの特徴から考えて、第 6 節を一つの中心とみることは妥当と思われる。パッヘル
ベルがこの節に特別な意味を見いだしていたことを窺わせるさらなる例を挙げれば、PWV 
1508 と 1509 では第 6 節にのみ“Presto”との指示が与えられている。これは当然歌詞の力
強い内容に対応する。また、後述するように第 6 節ではカンティクム定型が聴かれること
も多い。そしてこの第 6 節を中心としたシンメトリックな構成が意図される事も多い。PWV 
1501, 1503, 1504, 1505, 1506, 1509 においては、第１節、第 6 節、第 12 節が合唱で、中
心となる第 6 節を取り囲むように第 5, 7 節に独唱が配置されている（反対に、PWV 1510
では第 6 節が第 1 カントの独唱で第 5, 7 節が合唱）。 
 
✦第 7 節：「力ある者をその座から引き降ろし/ 卑しい者を高く上げられます。 
Deposuit potentes de sede,/ et exaltavit humiles.」 
 第 7 節の最後を明確な終止としているのは 3 曲だけである（PWV 1501, 1503, 1510）。
また前節との間にもはっきりとした区切りがあり、この第 7 節を独立的な楽章としている
のは 2 作しかない（PWV 1501, 1503）。むしろ、後述するように、第 7 節と第 8 節をひと
まとまりとする例が多くみられる。歌詞内容としては第 6 節に引き続き主の強力な御業に
ついて描写するものであるにも関わらず、合唱で作曲されているのは PWV 1501, 1508, 
1510, 1512 の 4 つのみで、独唱の方が多く（PWV 1502：テノール, 1503：第 1 カント, 1504：





✦第 8 節：「飢えた者をよいもので満たし/ 富める者を手ぶらで追い返されます。 
Esurientes implevit bonis,/ et divites dimisit inanes.」 
 7 曲が第 8 節の終わりを明確な終止としている。前述の通り、注目すべきは第 7 節との連
続性であろう。第 7 節と第 8 節がはっきりと区切られているのは 3 曲だけで、他はすべて
連続的に開始される。しかも第 7 節と第 8 節の 2 節でひとまとまりとなる例が 5 例ある
（PWV 1502, 1508, 1509, 1511, 1514）。これには両節の歌詞の類似点、すなわち「力ある
者を…引き降ろし」「卑しい者を高く上げ」「飢えた者を…満たし」「富める者を手ぶらで追
い返され」という、対照的内容の列挙が続いているためでもあろう。やはり独唱で作曲さ
れることが多く、PWV 1501：テノール, 1503：アルト, 1504：テノール, 1510：アルト, 1511：





✦第 9 節：「そのしもべイスラエルを受け入れ/ 憐れみを御心に留めてくださいます 
Suscepit Israel puerum suum,/ recordatus misericordiae.」 
 第 9 節の終わりを明確な終止とする曲は 5 つである。また、この節を前節からも区切っ
て独立的に作曲している例は 2 つしかない。数こそ 4 例と、それほど多くはないが、第 9, 10
節をひとまとまりとする曲があり（PWV 1501, 1508, 1509, 1514）、注目される。 
 このように経過的に作曲される傾向があるようにみえる第 9 節だが、それに反する特徴
もみられる。PWV 1504 では節の終わりに“Ritornello”と表記された器楽合奏が差し挟まれ







✦第 10 節：「われらの祖先におっしゃったとおり/ アブラハムとその子孫に、とこしえに。 
Sicut locutus est ad patres nostros,/ Abraham et semini ejus in saecula.」 
 第 10 節の終わりで明確に終止しているのは 9 曲である。前述の通り、第 9 節と第 10 節
でひとまとまりとしている曲も 4つある。第 10節まででルカによる福音書の歌詞が終わり、
第 11 節からドクソロジアが始まることを考えれば、ここが一つの区切りとなるのは妥当と
いえよう。むしろ第 10 節と第 11 節を繋いでいる例もみられるのが注目される。PWV 1505




✦第 11 節：「御父と御子と聖霊に栄光が（ありますように）。 
Gloria Patri, et Filio, et Spiritui Sancto.」 
 第 11 節と第 12 節はドクソロジアであるが、第 11 節グロリア・パトリの後で明確な終止







ベルは 3 曲（PWV 1508, 1510, 1514）のみで二分の三拍子を用いている。 
 
✦第 12 節：「初めにそうであったようにいまもいつも/  
いつの世までも限りなく。アーメン。 
Sicut erat in principio, et nunc, et semper,/  
et in saecula saeculorum. Amen.」 
 全曲が例外無く合唱で幕を閉じている。ただし PWV 1506 では“et semper”までが第 1 カ
ントと第 2 カントによる二重唱で、休みなくそこから先が合唱となる。1511 では
“saeculorum”までアルトとテノールの二重唱で進められ、“Amen”が合唱である。1512 も
“saeculorum”まで重唱で進められ、“Amen”が合唱。節内での編成の変化は他にもあり、PWV 
1501, 1505, 1514 では“Sicut erat…”（合唱）→“et in saecula…”（合唱）、1502 では“Sicut 





     PWV 1501：“et in saecula…Amen.” 
     PWV 1502：“Amen.” 
     PWV 1503：“Sicut erat…Amen.” 
     PWV 1504：“Sicut erat…saeculorum.” “Amen.” 
        PWV 1505：“et in saecula…Amen.” 
     PWV 1506：“et in saecula…Amen.” 
     PWV 1509：“Sicut erat…Amen.” 
        PWV 1511：“Amen.” 
     PWV 1512：“Amen.” 
     PWV 1514：“et in saecula…Amen.” 
 
「最初にありしごとく Sicut erat」という歌詞内容をふまえ、第 12 節で冒頭の主題を回帰
させる手法はドクソロジアの作曲方法として伝統的によくみられ121、J. S. バッハの《マニ
                                                 
121 ペーター・ヴォルニーによるとこの構造は「おそらくはヴェネツィアのソナタにみられる循環構造に由
来する伝統」である。以下の CD の解説を参照。Johann Rosenmüller, Sacri Concerti. Psalmen, 
Magnificat, Gloria, Konrad Junghänel, director; Cantus Cölln, Harmonia Mundi: D-7800 Freiburg 
91 
 
フィカト》BWV 243 でも採用されているが、パッヘルベルも PWV 1503 において第 12 節






 続いてパッヘルベルの声楽マニフィカトを構成する主要な 3 つの音楽テクスチュアを提
示しておきたい。 
① 協奏様式（譜例 3） 




















                                                                                                                                               
(CD), recorded 1991, released 1992, p. 6. 
92 
 
























② ホモフォニー（譜例 4） 


















































































































































楽器がソリスティックな役割をみせるのは限定的といってよく、PWV 1501 第 4 節、1503




 歌詞の修辞的表現もみられるが、特に顕著なのは第 7 節である。「下に置く Deposuit」「高
める exaltavit」「卑しい（者）humiles」といった、音高で表現しやすい言葉が連続するの
が一つの理由であろうが、PWV 1501（譜例 9）の 248 小節目に見られるバスの 13 度下行












                                                 
122 Woodward, op. cit., p. 252. 
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 転調の範囲は概して近親調に収まっているが、例外的なのは PWV 1514 変ロ長調が第 5
節で変ロ短調およびその平行調の変ニ長調を用いていることである。この楽章はテノール
のアリアであるが、その聴きなれない調性に加え、非常に美しい旋律をもち、伴奏には減
七の和音も聴かれるなど、時代的に新しい作風を感じさせる。半音階進行は PWV 1502 の
第 9 節、1503 の第 9 節（譜例 10）、1504 の第 4 節および第 9 節、1506 の第 5 節、1509






























































の第 8 節（アルト：第 5 旋法）、1508 の第 6 節（ソプラノ：第 8 旋法）、1509 の第 6 節（バ
ス、ファゴット、オルガンのユニゾン：第 8 旋法）である。その他、定型の冒頭が動機的
に用いられている可能性があるのは PWV1501 の第 5 節（ヴァイオリン：第 2 あるいは第 8
旋法？）、同じく第 6 節（フーガ主題：第 2 あるいは第 8 旋法？）、1508 の第 1 節（ソプラ








 最後にフーガ楽章について述べておきたい。フーガがよく用いられるのは第 6 節と第 12
節である。これは先述の通り、第 6 節の「追い散らす dispersit」第 12 節の「いつまでも
et in saecula saeculorum」といった歌詞と結びつく可能性が考えられる。それと同時に、
曲の前半と後半の最後をフーガで締めくくるという構成上の意図もうかがわれよう。さら


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                 
123 Johann Pachelbel, Ingressus I, edited by K. L. Paech, p. VIII. 
124 NG 2 のパッヘルベルの項目には、典礼用オルガン作品に関して以下のような説明が見られる。「パッ
ヘルベルは 1695 年、ニュルンベルクの聖ゼーバルト教会のオルガニストに就任すると、マニフィカト・





〔譜例 12〕《イングレスス ハ長調》PWV1401 “et in saecula saeculorum”の開始部分 
（Bodleian Library Oxford Tenbury 1209, fol. 105r） 
 
 
































声楽マニフィカトの現存状況は、たとえば J. S. バッハが 1 曲、ヘンデルが 0、テレマンが




を務めた J. Ph. クリーガーは例外的である。1684 年から 1725 年にかけてヴァイセンフェ
ルス宮廷で上演された教会作品および宮廷の音楽文庫に所蔵される手稿譜をまとめたクリ
ーガーによる目録には、30 曲を超える彼の声楽マニフィカトが掲載されている。しかしな















                                                 
125 Welter, op. cit., p 257. 

























〔表 8-1〕Die Musikaliensammlung der Schwarzburg-Rudolstädtischen  
Hofkapelle127 
 
anonym   à 16, 4 Voci, 12 Strom., benebst d. Part. 
anonym   à 16, 7 Voci con diversi Strom., benebst d. Part. 
anonym   à 20, 8 Voci, 12 Strom., Part. allein. 
anonym   à 9, 4 Voci, 5 Strom., benebst d. Part. 
anonym   à 20, 8 Voci, 12 Strom. 
anonym   à 17, 8 Voci, 9 Strom., benebst d. Part. 
                                                 
127 Bernd Baselt, “Die Musikaliensammlung der Schwarzburg-Rudolstädtischen Hofkapelle unter 
Philipp Heinrich Erlebach (1657-1714)”, in Traditionen und Aufgaben der Hallischen 
Musikwissenschaft, edited by W. Siegmund Schultze (Halle: 1963), pp. 105-134. 
109 
 
anonym   ab 11, ex C-Dur con Tromb. 
Alberici   à 15, 5 Voci con diversi Strom. 
Bassani   à 7, 4 Voci, 2 Strom., benebst d. Part. 
Bassani   à 10, 5 Voci, 5 Strom., benebst d. Part. 
G. S. B.   à 17 : Johann Samuel Beyer? 
Colonna   à 3, 4 e 5 se piace con Strom., ohne Part. 
Cosoni     
Fedeli     à 7, 3 Strom., 4 Voci, benebst d. Part. 
Fedeli     à 10, 4 Voci, 6 Strom., benebst d. Part. 
Gianettini  à 12, 5 Strom., 6 Voci, Part. allein. 
Kerl       à 9  
Krieger    à 12 
Kuhnau    
Legrenzi    à 13, 8 Voci, 5 Strom., benebst d. Part.) 
Pachelbel   à 13 : Eggebrecht Nr. 41 oder 46 [=PWV 1503 oder 1514] 
Pachelbel   à 13, ex D-Dur ejusdem, benebst d. Part.: Eggebrecht Nr. 42 [=PWV 1507] 
Passarini    à 6, 4 Voci, 2 Violini, benebst d. Part. 
Perandi     à 11, 5 Voci, 5 Strom., Part. allein. 
Perandi     à 9, 4 Strom., 5 Voci, Part. allein. 
Rosenmüller  à 10, 5 Voci, 5 Strom. 
Rosenmüller  à 10, 5 Voci, 5 Strom., benebst d. Part. 




〔表 8-2〕CATALOGUS  Musicalischer Sachen bey der Schule und 
 Kirche St. Lamperti In Quernfurth auffgesetzt und übergeben 
 Anno M. DC. LXXXVII128 
 
S. Knüpfer?   à 4. 2 Violin. 1. Trom. 1. Bass. et Cont. S. K. 
 
〔表 8-3〕Das Inventar des Jahres 1709 zu Freyburg (Unstrut)129 
 
anonym  “Acht Stimmen ohn: Gen: Bass. mit schwartzen Taffeln, darinnen etl. Missen, Magnificat  
u. alte Mot: ” 
A. A. (=Andreas Armsdorf?)   Magnificat. 
                                                 
128 Michael Maul, “Ein Noteninventar aus Querfurt als Quelle für das Repertoire an Lateinischer 
Kirchenmusik in Halle um 1695”, Händel-Jahbuch 51 (2005): 281-316. 
129 Werner Braun, “Die alten Musikbibliotheken der Stadt Freyburg (Unstrut)”, Die Musikforschung 




〔表 8-4〕Die alte Chorbibliothek der Thomasschule in Leipzig130 
 
anonym         ex B. à 16. 
anonym         ex A moll. à 10. 
anonym         ex G moll. à 15. 
anonym         ex C. à 14.  
anonym         con ‚Vom Himmel hoch da komm.‘ . 
Albrici, Vincenzo  à 10. 
Brückner        ex E. à 9. 
                 à 9. 
 Casutti, Casper   ex D moll. à 5. 
 Knüpfer, Sebastian  4 Magnificat  
 Krieger, Joh. Phil. (durchweg J. P. Krüger geschrieben) 
                 à 10. 
                 à 15. 
Meltzel (Georg?)  à 16. 
 Peranda, Marco Sioseffo  à 15. 
                       à 20. 
à 20. 
                       ex D moll. à 10. 
                       ex G. à 16. 
 Thieme, Clemens  Magnificat : 21 Stück, ohne Spezifikation 
 Valentini (Pier Francesco?)  à 13. 
                         ex G. à 9. 
 
〔表 8-5〕Die Chorbibliothek der St. Michaelisschule in Lüneburg131 
 
anonym  à 3. 2 Violin. C. Solo. 
anonym  à 15. 4 Viol. 1 Violon. 2 Corn. 3 Tromb. CCATB in Conc. 5 Voc. in Rip. : D#  
Barthali, Ant. (Bertali)  à 14. : D 
 Fontei, Nic.  5 Strom. CATB. con Cap. : D 
Förster, Casper  à 10 ou 15. 2 Violin. 3 Trombon. CATTB. in Concerto. CATTB. in Ripieno. : D♭ 
Gerstenbüttel, Joach.  à 18. 2 Violin. 4 Tromb. CCATTB in Conc. CCATTB in Rip. : G 
                    à 13. 5 Strom. CATB con Cap. CATB. : A#  
Gratiani, Bonif.      à 5. CATTB : D♭ 
Knüpffer, Sebastian   à 6. C. ou Ten. Solo con 5 Strom. : F♭ 
                                                 
130 Arnold Schering, “Die alte Chorbibliothek der Thomasschule in Leipzig”, Archiv für 
Musikwissenschaft 1 (1918/ 1919): 275-288. 
131 Max Seiffert, “Die Chorbibliothek der St. Michaelisschule in Lüneburg zu Seb. Bach’s Zeit”, in 
Sammelbände der Internationalen Musikgesellschaft 9 (1907/1908): 593–621. 
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 Lilio, Fr.            à 18. 8 Strom. CCATB. con Rip. à 5 : C♭ 
 Peranda, Gioseffo (Perandi)  à 25. 4 Viol. Fag. 2 Cornett. 3 Tromb. CCATB. del choro 1mo. 
 CCATB. del Choro 2do. CCATB. in Rip. : G 
Reina, Fra (Sisto)          à 8. : G 
 Rosenmüller, Joh.          B. Solo con 5 Strom. : F♭ 
Schnittelbach, N.          à 7. 2 Violin. è 5 Voc. : G 
Schultze, C. A. (Prätorius)   à 5. 2 Violin. 1 Violon. C è Baßo : A# 
Schütz, Heinr.            5 Strom. 4 Voc. con Cap. : G 
à 10. 2 Violin. 3 Tromb. Fag. CTB. con Cap. à 4. : D 
 Schwenckenbecher, G.     à 12. 7 Strom. 5 Voc. con Continuo. : D# 
 Theile, Joh.              à 12 ou 17. 2 Violin. 2 Cornett. 2 Viol d’Braz. Fag. CCATB. in Conc.  
CCATB in Ripieno. : F♭ 
 Weckmann, Matthias      C ou Ten. Solo con 2 Violin. : A 
 Zeutschner, Tobias        à 6. CATB con 2 Violin. : E 
 
〔表 8-6〕Inventar zu Schneeberg (1682)132 
 
anonym         à 10. et 15. 
anonym         à 12. 
anonym         à 10. 
anonym         à 10. 
anonym         à 6. 8. et 12. 
anonym         Magnificat Sept: ton: à 6. 
anonym         à 5. et 10. 
anonym         à 10. 
Horn, Joh. Casp.  Magnificat. 
Horn, Joh. Casp.  Magnificat. 
Knipf (Knüpfer)  à 10. 
Orlandi         Magnificat octo tonos 4. St: 
Rovelt, Joh.      à 14. 
Sph (Speckhuhn)  à 10. et 12. 
Sph (Speckhuhn)  à 7. 
 
〔表 8-7〕Die Bibliothek der Michaeliskirche zu Erfurt133 
 
anonym   Magnificat, F-dur, B solo, CCATB, cap. 
                                                 
132 Eberhard Möller, “Schütziana in Chemnitz, Freiberg und Schneeberg”, in Schütz-Jahbuch 13 
(1991): 56-90. 




anonym   Magnificat, G-dur, ATB 
 
〔表 8-8〕Sammelhandschrift von Hermann Koch (1638-1697) zu Berlin134 
 
Band V 
Böhmius         Magnificat, (…) Germanico-Latinum, a 9 (4 str., 1+4 v.), Bc. 
Schütz (Heinrich)  Magnificat, a 16, Bc. : = SWV 468 
Thieme, Clemens  Magnificat, a 11 (6 str., 5 v.), Bc. 
 
〔表 8-9〕Inventar zu Schweinfurt, Catalogus Musicalium Dn. Eccardi. 
 (Betrifft den Ankauf des handschriftlichen musikalischen 
 Nachlasses Johann Nikolaus Eccards im Jahr 1688)135 
 
anonym       in Partitura 
Agric:        6 Voc., 5 Instr., 6 Rip. 
Bach, J. M.    4 Voc., 2 Instr., 4 Rip. 
Incerti        7 Voc., 2 Instr. 
Knüpffer      6 Voc., 8 Instr., 6 Rip. 
Rosenmüller   4 Voc., 9 Instr., 4 Rip. 
Rosenmüller   5 Voc., 5 Instr., 5 Rip. 
Rosenmüller   B, 5 Instr. 
Rosenmüller   C, 5 Instr. 
Schell        5 Voc., 10 Instr., 5 Rip. 
Werner       4 Voc., 6 Instr., 4 Rip. 
 
〔表 8-10〕Musikalienverzeichnis St. Magni (?) zu Braunschweig (Kap. V. 1, 
 V. 2, StaBS, G II, 6, Nr. 6, o. S. um 1700)136 
 
anonym               Magnificat sexti toni - in folio. VV et Violon, CATB 
Capr(icornus), S(amuel)  VV, CCATB con Cap.  
R(osenmüller), J(ohann)  Magnificat 5 toni à 61. G (8?). in fol. VV2, Tromb. et Fagot, CATB 
R(osenmüller), J(ohann)  Magnificat in fol. 5 Viol, C 
R(osenmüller), J(ohann)  Magnificat in fol. 5 instr., B 
                                                 
134 Werner Braun, “Berliner Kirchenmusik im letzten Drittel des 17. Jahrhunderts. Zur 
Sammelhandschrift Koch aus der ehemaligen Sing-Akademie”, in Jahrbuch des Staatlichen 
Instituts für Musikforschung Preußischer Kulturbesitz (1996): 166-193. 
135 Peter Wollny, “Materialien zur Schweinfurter Musikpflege im 17. Jahrhundert: Von 1592 bis zum 
Tod Georg Christoph Bachs (1642-1697)”, in Schütz-Jahbuch 19 (1997): 113-163. 
136 Werner Greve, Braunschweiger Stadtmusikanten. Geschichte eines Berufsstandes 1227-1828 




〔表 8-11〕Die Handschriften und alten Drucke im Archiv von St. Nicolai zu 
       Luckau (Lausitz)137  
 
anonym     SATB. 2 Clar. Timp. 2 Viol. o Ob. Va. Vo. Org. : 15 Bl. St.,einige anscheinend sehr alt. 
anonym     Festo Nativ. Christi. CATB. 2 Ob. 4 Tromb. 2 Viol. Va. Org. : 10 Bl. St.. (Viol. 1 u. 2,  
Tromb. 1 u. 4 fehlen) 
anonym     Visit Mariae. SATB. Vc. Org. : mur diese 9 Bl. St.. (A, T, B, doppelt) 
 Beyer, J. S.  CATB et 4 da capo 2 Clar. Tromp. 2 Viol. 2 Va. Fag. Calizono et Vc. Cont. : Part.  
(Original) u. 20 Bl. St. Die letzte Seite der Part. enth. folg. Bemerkung: Soli deo 
gloria. Weißenfels d. 15. August An. 1696. J. S. Beyer. 
 Fedeli      CATB. 3 Viol. 2 Va. Vo. Org. : 11 Bl. St. 1715, J. C. R. Titelblatt mit Bem.: Est bonae  
notae. 
 Gr, C.      CATB. 2 Viol. 2 Va. Org. : 9 Bl. St. J. C. R. C. D. 1715. (viell. Graupner) 
 Weinlig     SATB. 2 Hörn. 2(?) Ob. 2 Viol. Va. Fond. : Nur Titelblatt. 
 
 
〔表 8-12〕“Inventarium ueber die, zur Hochgräffl. Rudolstädtischen Hoff 
 Capell gehörigen musicalischen Sachen und Instrumenta.”  
(um 1700)138 
 
B., G.     Magnificat, 5 voc. 6 strom. 
Pohl.      Magnificat, 5 voc. 7 storm. 
Rosenm.   Magnificat, B solo 5 strom. 
 
〔表 8-13〕Die Musikaliensammlung der Familie von Voß139 
 
anonym                         13 Stücke von Magnificat 
Bach, C. P. E.                     Magnificat für 4 Singst., Instr. : Wq 215, Helm 772 
 Bach, J. S.                       Magnificat D-Dur : BWV 243 
 Brixi, Franz Xaver (1732-1771)      Magnificat D-Dur für 4 Singst., Instr. 
 Broeder, J. C. (18. Jahrh.)           Magnificat 
 Caldara, Antonio (1670-1736)       Magnificat F-Dur für 4 Singst. 
                                                 
137 K. Paulke, “ Die Handschriften und alten Drucke im Archiv von St. Nicolai zu Luckau (Lausitz)”, in 
Musikpflege in Luckau, Niederlausitzer Mitteilungen, Zs. der Niederlausitzer Gesellschaft für 
Anthropologie und Altertumskunde, XIV. Bd., 1. - 4. Heft, Guben 1918. 
138 Otto Kinkeldey, “Philipp Heinrich Erlebach, Harmonische Freude Musikalischer Freunde”, DDT 
46/ 47 (1914): 22-28. 
139 Bettina Faulstich, Die Musikaliensammlung der Familie von Voß; ein Beitrag zur Berliner 
Musikgeschichte um 1800 (Kassel: Bärenreiter, 1997). 
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 Cantu, Giovanni (Angabe auf der Hs.) Magnificat F-Dur für 4 Singst., Instr. 
 Dal Pozzo, Vincenzo (um 1585-1612) Magnificat für 6 Singst. 
 Drobisch, Johannes Friedrich (18. Jh.) Magnificat C-Dur zu 4 Singst., Instr. 
 Durante, Francesco (1684-1755)     Magnificat B-Dur für 4 Singst., Bc. 
 Fedeli, Ruggiero (1655-1722?)      Magnificat c-Moll für 4 Singst., Instr. 
                                Magnificat F-Dur für 8 Singst. in 2 Chören, Instr. 
Gabrieli, Giovanni (1553/ 1556-1612) Magnificat für 8 Singst. 
 Galuppi, Baldassare (1706-1785)     Magnificat G-Dur für 4 Singst., Instr. 
 Gianettini, Antonio (1648?-1721)     Magnificat d-Moll für 4 Singst., Instr. 
                                 Magnificat A-Dur für S und A., Instr. 
 Graun- Incertum                  Magnificat F-Dur für 4 Singst., Instr. 
 Harrer, Gottlob (1703-1755)        Magnificat G-Dur für 8 Singst. in 2 Chören, Instr. 
 Hasse, Johann Adolph (1699-1783)   Magnificat F-Dur für 4 Singst., Instr. 
 Hoffmann, Melchior (um 1679-1715) Magnificat (Meine Seele erhebt den Herrn) a-Moll für S solo,  
Instr.: BWV Anh. I 21/ Anh. III 168 
                                Magnificat d-Moll für 4 Singst., Instr. 
 Homilius, Gottfried August (1714-1785) Magnificat D-Dur für 4 Singst., Instr. 
                                  Magnificat (Meine Seele erhebt den Herrn) B-Dur für 2  
Singst., Instr. 
 Jommelli, Niccolò (1714-1774)       Magnificat D-Dur für 4 Singst., Instr. : Hochstein H. II. 5 
 Krebs, Johann Ludwig (1713-1780)   Magnificat (deutsch) F-Dur für 4 Singst., Instr. 
 Krieger, Johann (=Krüger?) (1652-1735) Magnificat C-Dur für 4 Singst., Instr. 
 Leo, Leonardo (1694-1744)          Magnificat c-Moll für 5 Singst. : Krause D/ I/ 1 
                                 Magnificat g-Moll für 4 Singst. : Krause D/ I/ 2 
 Mancini, Francesco (1672-1737)      Magnificat D-Dur für 4 Singst., Instr. 
 Marenzio, Luca (1553/ 1554-1599)    Magnificat C-Dur für 8 Singst. a cappella 
 Merulo, Claudio (1533-1604)        Magnificat für 12 Singst. 
                                 Magnificat für 8 Singst. 
 Negri, Domenico Francesco (17./ 18. Jahrhundert) Magnificat Es-Dur für 4 Singst., Instr. 
 Pace, Pietro (1559-1622)           Magnificat für 4 Singst. 
 Palestrina, Giovanni Pierluigi (1525/ 1526-1594)   VIII Magnificat nach den 8 Kirchentönen  
(C XVI, 1 ff.) 
 Porpora, Niccolò (1680-1767)      Magnificat g-Moll für 4 Singst., Instr. 
 Porta, Giovanni (1690-1755)       Magnificat G-Dur für 4 Singst., Instr. 
 Pulci, Vincente (?-?)             Magnificat für 6 Singst. 
 Scheibe, Johann Adolph (1708-1776) Magnificat A-Dur für 2 Singst., Instr. 
                               Magnificat D-Dur für 4 Singst., Instr. 
                               Magnificat G-Dur für 4 Singst., Instr. 
 Schwenkenbecher, ?             Magnificat D-Dur für 5 Singst., Instr. 
 Telemann, Georg Philipp (1681-1767)  Magnificat für 5 Singst., Instr. : TVWV 9: 17 
                                  Magnificat (deutsch) für 4 Singst., Instr. : TVWV 9: 18 
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 Zelenka, Jan Dismas (1679-1745)  Magnificat C-Dur für 4 Singst., Instr. : ZWV 107 
 
〔表8-14〕Katalog der Musikhandschriften der Fürstenschule Grimma140 
 
anonym        Magnificat F-Dur für CATB, Ob I, II, Vn I, II, Va, Vc, Bc 
anonym        Magnificat für S, T (=S II), B (= Bc) 
anonym        Repleta est Elizabeth spiritu sancto/ Magnificat/ Et exsultavit, spiritus meus in  
Deo für SAB 
Lasso, Orlando di (1532c-1594)   Magnificat für S, A, B, V 5 (= S 2) : p. 5-10, 4-10, 5-10, 2-7 
Naumann, Johann Gottlieb (1741-1801)  Vespers. Excerpts (Magnificat) C-Dur für SATB, Ob I, II,  
Fg I, II, Cor I, II, Tr I, II, Timp, Vn I, II, Va, Bc, Org  
 Scheidt, Samuel (1587-1654)     Magnificat für V (4), i (4), bc : SSWV 74 
 Schuster, Joseph (1748-1812)    Magnificat für SATB, Ob I, II, Cl I, II, Cor I, II, Tr I, II, Timp,  
Vn I, II, Va, Bc, Org 
 Seydelmann, Franz (1748-1806)  Magnificat C-Dur für SATB, Ob I, II, Cor I, II, Vn I, II, Va, Bc,  
Org  
Seydelmann, Franz (1748-1806)  Magnificat für SATB, Ob I, II, Cl I, II, Cor I, II, Vn I, II, Va, Bc 
Seydelmann, Franz (1748-1806)  Magnificat für SATB, Ob I, II, Cor I, II, Vn I, II, Va, Bc  
Weinlig, Christian Ehregott (1743-1813) Meine Seele erhebet den Herrn Es-Dur für SATB, Fl, Cl,  










ように思われる。17 世紀から 18 世紀初頭にかけての時期、ドイツのプロテスタント都市で
はたしかにラテン語マニフィカトの創作は減少したかもしれないが、それが一気に廃れた
と考えるのは事実を見誤る恐れがあろう。 
 次に注目されるのはヨーハン・ローゼンミュラーJohann Rosenmüller（ca. 1619-1684）
の作品がしばしばみられることである。ローゼンミュラーはライプツィヒのトーマス・カ
                                                 
140 Andrea Hartmann, Katalog der Musikhandschriften der Fürstenschule Grimma, edited by 








































第 4 章 ボーケマイヤー・コレクションの声楽マニフィカト 
1. ボーケマイヤー・コレクション 
 















られている（表 9 参照）。3 曲が収められている G. B. バッサーニ、2 曲が収められている
A. ジャンネッティーニら、パッヘルベルとほぼ同時代のイタリア人作曲家の名が見られる
一方、前章でみたローゼンミュラーや、パッヘルベルの師と伝えられるヨーハン・カスパ






                                                 
141 『ボーケマイヤー・コレクション』に関する日本語の文献として、以下を参照した。荒川恒子「バロッ
ク時代の作品伝播」、バロック音楽研究会編『教会カンタータの成立と展開』 東京：アカデミア・ミ
ュージック、1995 年、291～308 頁。 
142 Harald Kümmerling, Katalog der Sammlung Bokemeyer (Kassel: Bärenreiter, 1970). なお、カマロ
ータはキュンマリングが作者不明とした4曲のうち2曲について作曲者を特定している。Robert Michael 
Cammarota, The Repertoire of Magnificats in Leipzig at the Time of J. S. Bach: A Study of the 



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































詩節 1 2 3 4 5 6 7
小節 1－8 8－16 16－28 28－37 38－50 51－72 　73－80    F
調性 A→ A→ A→ A→ E→ E→ A→
拍子 C C C C C 3/1 C










6 7 8 9 10 11 12
51－72 　73－80    F    81－142      F 143－148   148－156　　F 157－162    162－188      F
E→ A→ A→ A→ A→ A→ A
3/1 C C C C C C











2. J. C. ケルルのマニフィカト 
 
 《マニフィカト イ長調》 編成：CATB, 2Vn, Bc 























第 2 節：第 1 節と同じように、最初にバスが、続いてテノールが歌詞を一度ずつ歌う。た
だし、テノールの歌い出しの前に器楽が同一の主題で短い応答を挿入する。 
 
第 3 節：アルト、カントが歌詞を歌い継いだ後、“omnes generationes”から合唱となる。




第 4 節：テノールによる短い独唱である。ここでは「御名 nomen」の語が、16 分音符のメ
リスマで 3 小節にもわたって引き延ばされ強調されるのが目を引く。 
 
第 5節：カントとアルトの二重唱。両パートはパッヘルベルにみられたような“nachlaufend”















第 8 節：長音符によるゆったりとしたフーガである。曲全体の 3 分の 1 の小節数を要する。
“Esurientes”以下と、“et divites”から最後までの二部分から成る。 
 
第 9 節：バスによる短い独唱。“recordatus”の語が 16 分音符のメリスマで二度強調される。 
 
第 10 節：カントによる簡潔な独唱。“Abraham” “semini”の二語がやはり 16 分音符のメリ
スマで繰り返される。 
 
第 11 節：アルト、テノール、バスの三重唱で始まり、“et Spiritui…”から合唱となる。極
めて簡潔なドクソロジアである。 
 
第 12 節：カント、アルト、バスの三重唱で始まり、“et in s[a]ecula…”から合唱となる。合
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6 7 8 9 10 [Sonata] 11 12
143-161 161-171 171-185 186-200   200-220　　F 221-234 234-255   　　255-296      F
D→ C→ a→ G→ G→ G→ G→ G→
2/2 2/2 2/2 2/2 2/2 2/2 2/2 3/1








詩節 1 2 3 4 5 6 7
小節 1-29      F 30-60 60-108 109-122 122-143 143-161 161-171
調性 G→ G→ a→ D→ G→ D→ C→
拍子 3/1 3/1 3/1 2/2 2/2 2/2 2/2













《マニフィカト ト長調》 編成：CCATTB, 2Vn, Bc 

















 編成においても長さにおいてもイ長調のマニフィカトより規模が大きい。1 分の 3 拍子の
楽章が楽曲の両端に位置し、その中間はアッラ・ブレーヴェをとる（表中では 2/2 と表記）。




とき 5 度上方に跳躍し、また 5 度下方に跳躍する主題がバスに呈示されている。この主題
と、“anima mea…”のより動きのある主題が組み合わされて曲が進んでいく。 
 





第 3 節：合唱全パートによるホモフォニックな動きの部分と、2 声部による模倣的な部分が








第 5 節：合唱の全パートが登場するが、基本的に 2 パートが 1 組となって模倣し合いなが
ら進む。パートの組み合わせは様々に代わっていく。 
 
第 6 節：声楽の上 5 パートが間髪入れぬ模倣の掛け合いを繰り広げる中（“Engführung”）、
バスはカンティクム定型（第 8 旋法）を引き延ばして呈示する。 
 
第 7 節：テノール以下の下 3 声部が模倣的に進行する。“exaltavit”のフレーズはメリスマの
上行音型。 
 
第 8 節：カントの 2 声部が 3 度平行で進むが、「よいもので満たし implevit bonis」の歌詞
で長音符のユニゾンとなる。 
 
第 9 節：アルトとテノール 1 による模倣による掛け合いが続く。 
 
第 10 節：“Sicut locutus” “Abraham” “et semini”のそれぞれで模倣的に各声部が導入され
る。その際 3 度平行で入ることも多い。“in s[a]ecula”で全声部がホモフォニックな動きで
足並みを揃え、一度終止する。 
この後、13 小節の器楽合奏が挿入される。ヴァイオリンの 2 パートは常に模倣的な動きを
見せ、3 度平行もみられる。 
 
第 11 節：ここではカントの 2 パートが“Gloria”の歌詞で 16 分音符のメリスマにより同度カ
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詩節 Sinfonia 1 2 3 4 5 6 7 Ritornello
小節 1－17 　15－35    F   36－58     F     59－92     F     93－121   F    122－156   F 157－179    180－203  F 204－222
調性 c→ c→ c→ c→ c→ c→ c→ c→ c→
拍子 C C C C C 3/2 C C 3/2







第 12 節：この最終節では以下の 3 つの歌詞に応じてテクスチュアが変化する。 
    “Sicut erat in principio”   全パート揃ってのホモフォニックな合唱 
     “et nunc et semper”     2 声部が 3 度平行を形成しつつ次々に導入される 
     “et in secula seculorum”   全パート揃ってのホモフォニックな合唱 
        “Amen”           各パートが次々と模倣的に導入される。後半では 3











 《マニフィカト ハ短調》 編成：Chor 1( CATB), Chor 2(CATB), 2Cto, 3Tbn, 2Vn, 2Vtta,  
                              Va, Bc 
 











7 Ritornello 8 Ritornello 9 Ritornello 10 11 12
   180－203  F 204－222 222－262 262－280 280－309 309－327 327－354   355－381  F   　　382－430    F
c→ c→ c→ c→ c→ c→ c→ c→ c→
C 3/2 3/2 3/2 3/2 3/2 3/2 C→3/2 C


























の作品でも PWV 1510 が第 8～第 10 節を一つのまとまりとして扱っている。 
 
第 1 節：冒頭には“Sinfonia”と題された器楽合奏が置かれているが、中断されることなく第
1 節の合唱に入る。「弦楽器+第 1 合唱」のグループと、「管楽器+第 2 合唱」のグループを
交互に響かせる、いわゆる協奏様式による合唱群の交互唱は、同様に二重合唱を用いてい




第 2 節：通奏低音に支えられた 6 重唱である。長大なメリスマを含む“Et exsultavit”と、ゆ
ったりとした音価が並ぶ“spiritus meus”の二つの主題が同時並行的に現れて進む。後半は 2
                                                 
143 本論文の 10 頁を参照。 
144 園田順子『J. ローゼンミュラーの声楽作品研究──その個人様式と越境性──』 博士論文、京都市
立芸術大学、2013 年、277 頁。 
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声部による 3 度平行が目立つ“in Deo salutari meo”の主題に集約される。 
 
第 3 節：二つのカントによる模倣的な二重唱として始まり、“omnes generationes”でホモ
フォニックな合唱に切り替わる。第 1 節と同様に弦楽器を伴う第 1 合唱と、管楽器を伴う
第 2 合唱の交唱である。合唱の半ばで“adagio”の表記が見られ、カントの二重唱が再び
“beatam me dicent”の主題を歌い、すぐまた“omnes”の合唱に戻って終わる。 
 
第 4 節：弦楽合奏と通奏低音を伴う 6 重唱。最初に C1, C2, A1, T1, T2, B2 が揃って“Quia”
と歌った後、上行音型の“fecit mihi magna”、メリスマティックな“qui potens (est)”、長い
音符で定旋律風に歌われる“et sanctum nomen eius”の 3 つの主題が同時並行的に各声部に
次々現れ、最後は弦楽器に最初の 2 主題が現れる中、声楽 6 パートは“et sanctum…”の主
題に静かに集約され終わる。 
 
第 5 節：カント 1 とアルト 1 の二重唱で、2 分の 3 拍子に転じている。“Et misericordia eius”
までをまずアルト、続いてカントが歌い、“a progenie”以下を 2 声の 3 度平行で進める。最
後の“timentibus eum”の部分は“piano”と指示されている。 
 





第 7 節：“Deposuit potentes de sede”までの主題が各声部で順次歌われる。“potentes”の語
にはかなり長大なメリスマがみられ、そのメリスマが 2 声部による 3 度平行を形成するこ






第 8 節：先述の通り、第 8 節から第 10 節までは同一の器楽リトルネッロを差し挟みながら
進行することにより、一つの大きなまとまりを感じさせる。拍子もこの 3 節において 2 分
の 3 拍子に転じている。これらは楽章構成上の注目すべき特徴といえるだろう。 
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 リトルネットに続き、カント 1 がそれと同一の主題で“Esurientes”と歌い出す。“implevit 
bonis”は全パートのトゥッティでホモフォニックに扱われる。同じことがアルト 1 と、続く
トゥッティで繰り返される。“et divites dimisit”はこれまでと同様の交唱様式で歌われる。
全パートの休符を挿み、“dimisit inanes”がカント 1 によってリトルネッロ主題の変形で歌










第 11 節：“Gloria”の 1 フレーズがアルト 1 とアルト 2 で模倣的に歌われ、すぐ 2 分の 3 拍




第 12 節：最初に“Sicut erat”の 1 フレーズがトゥッティで歌われ、フェルマータで延ばさ
れる。そこから二つのフーガとなる。一つ目は“Sicut erat in principio”を歌詞とする主題と
“et nunc et semper”を歌詞とする対位句から成る。両主題を用いた器楽の短い間奏を挟み、
“et in secula in seculorum, amen”を主題とし“amen”対位句とする二つ目のフーガが開始
される。ローゼンミュラーのフーガ主題は、パッヘルベルと異なり、跳躍進行を多く含み、











6 7 8 9 10 11 12
230－285   F    286－318  F 319－402    F 403－438   F 439－472    F   473－513  F   　　514－565    F
B→ B→ c→ g→ Es→ Es→ g→
C C 3/4 C C C C













詩節 Sinfonia 1 2 3 4 5 6 7
小節 1－28 　29－48    F   49－86     F     87－147    F    148－196  F    197－229  F 230－285   F    286－318  F
調性 g→ g→ g→ c→ Es→ g→ B→ B→
拍子 C C C 3/2 C C C C


















 《マニフィカト ト短調》（Mus. ms. 1168-1） 編成：CATB, 2Vn, Bc 
 

















































る。この 2 声部もおおむね模倣的に導入される。しかし 3 度平行はあまりみられず、むし
ろ掛け合いや反進行が多く、独立的といえる。 
 













第 10 節：“Suscepit Israel…”以下の全パート揃ったホモフォニックな動きと、“Abraham…”
以下の模倣的なポリフォニーが対比的に用いられている。 
 





第 12 節：最初の 5 小節で“Sicut erat in principio, et nunc, et semper”までが歌われ、半終
























✦カンティクム定型第 8 旋法の引用（ケルル、バッサーニ） 
✦第 1 節及び最終節に加えて、作品の中央に位置する第 6 節または第 7 節を合唱で
作曲。全体のシンメトリックな構成を形成するとともに、第 6, 7 節の力強い歌詞
内容を効果的に表現（ケルル、ローゼンミュラー、バッサーニ） 










✦第 12 節におけるフーガ書法（ケルル、ローゼンミュラー、バッサーニ） 
 
また、マニフィカトというジャンルに特化した共通点とはいえないが、協奏様式の使用、












う。たとえばケルルの《マニフィカト イ長調》の「et in saecula saeculorum いつまでも」




























〔譜例 13〕ケルル：《マニフィカト イ長調》 






































ルは 1674 年から 1677 年までウィーンの聖シュテファン大聖堂のオルガニストを務め、



















                                                 
145 たとえば NG 2 のパッヘルベルの項目では「彼が実際にケルルの弟子であったという説得力ある証拠は
まだ存在しない」としつつ、「しかし彼の作品は、彼がケルルの様式から多くを学んだことを明らかにし




うまく運ぶとその男は二の足を踏み、娘は修道院に行った。」（“Unter seinen Schülern befand sich 
einmal ein Nürnberger, der ihm sogar 8 Reichstaler monatlich gab, und sich bey seiner ältesten 
Tochter mit vielen Versprechen einschmeichelte, um dem Vater die rechten und besten Künste 
abzulernen. Wie es ihm nun darin gelungen, trat er auf die Hinterfüße und die Tochter ging in ein 
Kloster.” Mattheson, op. cit., p. 137.）オルトはパッヘルベルがケルルの弟子であったと認める一方、パ
ッヘルベルがその後の生涯で常に人々と調和的に過ごしたことに鑑み、このエピソードの男がパッヘル
ベルとは信じがたいと主張している。Siegfried Orth, “Johann Pachelbel-Sein Leben und Wirken in 































いるのがミヒャエル・プレトーリウス Michael Praetorius（ca. 1571-1621）による注釈で
あり、宗教声楽コンチェルト集『ポリヒムニア』（1619）において、ある作品は非常に長い
                                                 
146 本論文 10 頁参照。 
147 Robin A. Leaver, “Lutheran Vespers as a Context for Music”, in Church, Stage, and Studio: Music 
and Its Contexts in Seventeenth-Century Germany, edited by Paul Walker (Ann Arbor: UMI 






ヘンデルの師として知られるフリードリフヒ・ヴィルヘルム・ツァホウ Friedrich Wilhelm 
Zachow（1663-1712）が残したドイツ語マニフィカトは第一部と第二部に分かれており、
























                                                 
148 Ibid., p. 155. 
149 Scholz, op. cit., p. 144. 
150 Wolf, op. cit., p. 43. 
151 Leaver, op. cit., p. 157. 
152 このような見方を裏付ける近年の研究としては以下のものがある。Siegbert Rampe, “Abendmusik 
oder Gottesdienst? Zur Funktion norddeutscher Orgelkompositionen des 17. und frühen 18. 
Jahrhunderts”, Schütz-Jahrbuch 25 (2003): 7-70, Schütz-Jahrbuch 26 (2004): 155-204, 
Schütz-Jahrbuch 26 (2005): 53-127. 





























                                                 
154 “Soll Er alljährlich und jedes Jahr besonders uf dem Festtage S. Johannis Baptistae nach 
geendigten Gottesdienste des nachmittags zum Andenken dieser seiner Reception und annehmung 
zum Organisten das gantze Orgelwerck mit allen seinen Registern und Stimmen in lieblicher und 
wohlklingender harmonia eine halbe stundenlang durchspielen, und also für der gesambten 
Christlichen Gemeinde gleichsam eine neue Prob thun, wie Er sich das Jahr über in seinem Ambte 








ムと音楽の歴史』 東京：日本キリスト教団出版局、2009 年。 
サミュエル、ハロルド・エウジェーン「ニュルンベルク」、樋口隆一訳、『ニューグローヴ




10 巻 東京：小学館、1998 年、124～149 頁。 
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